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-日 時:平成28年1月10日 (8)
・会場:大阪府銭灸師会館3階

-藷師:日本銀灸研究会代表篠原孝市先生

• w医道の日本誌[2016年1月臨床に活かす宙実 rNo.45来病』のお話より

「未病Jという言葉はよく知られているように、 ?素問~ 2!l主主苦言神大議に出てくる

有名な文歪である。他にち 7素問』刺熱翁にち出てくるし、 7霊枢J '重量皇室~ j金重

要E苦』にちーか所ぐらいずつ出てくる。恐らくは 7素問』図書主調神大3舎に出てくるち

のが大本なのだろうと思う。他のちのはそれの応用編みたいなちのかと患う。

7素閑1の図書立言竜神大3舎に出てくる f霊人は己病 (いびょう}を治ぜず、未病を治

すj己病というのは既に病気になったことである.未病というのは、未だ病まざる状

態である。 r己乱を治ゼず、未乱を治すとは、これをいうなりj病気と戦乱の乱とい

うことで、乱れるという字は、おそらく病気力、或いは狭序が司;tlた状態、乱れてしま

った状態よりち割;tlる前の状態を治すというのがいいのだと塞いてある.

戦国時代から後漢時代にか付てこの f己乱を治tさず。未乱を治すjという文章はあ

ちこちの書物に出てくる。病気の問題が塁初に有ったのでは無くて、政治的な課題と

して何しろ乱れてしまったちのはどうしようち祭いので乱れる前の状態を安定さゼょ

う。そういう所から発想されたのではないかと思う。四気器神大詮の未病の条文の後

半というのは、こんな恩lζ蓄かれている。 rそれ病すでに成りて、しかして後にこれ

を薬し、乱すでになりて、しかして後にこれを治むjつまり病気になった後で薬を施

したり、狭序が司;tlた後にこれを治めようとする、そういう状態lポ侯力、患いてから井

戸をS言ったり、戦争が始まってから武器を作ったりするのと同じようなちのだと、教

訓的な形で述べられている。

「未Jという字は 『祭Jという字に遥じる。 r未病J(ま 『無病Jだという尽に祭釈

することが出来る。 r未Jは f祭Jや f不Jという字と透。るということから、 f未
病jは病の貧い状態だと量産釈する例ちある。陰陽の不苦言耳目というのは邑に見えないが、

それを治療するのが予防だとする解釈ち有れば、未病は祭病だという祭釈ちある。実

際に 73雀南子 (えなんじ)，lという書物の申には、雲王病を治すというのが出てくる。

7港南子1説紘訓(ゼつりんくん)の中に 『本当に良い医者というのは常に舞病の病

を治すJと出てくる。未病はつまり、病の祭い健康な状態で治療するのである、とい

う解釈が祭くは無い。そうすると未病というのは二つの祭釈があることになる。一つ

は陰陽の不調和があるが、病の兆候が出ていないこと。ちう一つは祭病で病気がない

状態であるというちのである。

-現在の鑓灸の問題

「未病Jをいう時には病の定義というちのが必要になる。現在は病の定義があまり

上手く出来ていないようである。そういう事が半健康状態を f未病Jとかいう、あい

まいな鼠念を入れる逗由になっているのではないかと患う。

「未病Jという叡念を上手く今の治療に活かそうとするなら、まず病気の定義が必

要である。また病気である状態と病気でない状態の全体を一雲して診察できる方法が

無いと、これは華華しし、。 r未病Jというのは少なくとち病という状態では祭いので、

まず病の定義力事る。病では黛し哨態が祭病では無いにしてち、症状が無い段階でち、

診察が出来ないといけないのである。症状がない状態で診察が出来るという事と、症

状がある時に診察が出来るというこの二つを一雲する方洛が無いと、 『未病Jという

叙主主を今は活力、tさないだろうと思う。病と病の前の状態というのを一雲する診察法と

いうのが必要である。

~判"明。，



-至興委大論篇第七十四注第十一章~第十四重

今年(西暦2016年}は丙申(ひのえさる，へいしん)の年なので水蓮大過となる。

少隠相火力司天で厭陰恩木がを泉の年となる。

冷トイ辛を60日毎に6つの季節に分Lすた3期目を司天 {してん}という。今年の司

天、 3亘書目は5月20日 [小.~J ~7月 22包 [大雲} 。 また6渇巨を在来 (ざいゼん)

という@今年の在泉、6簸目は11月22日 [小雲J~2017年1月 20日[大重量]となる。

第十一章より

少陽椙火力軍泉の位墨にある年I立、火が穏到に当る金に影響を及ぼす。自然界は郊

野が炎熱状態になる。寒と妻きが交代にやってくる。民の病{孟赤いちのと白いちのの混

ざった下痢をする。(火と金の関係による)下腹部カ寝む。尿が赤い。(懇の状態で

ある)ひどくなれば血便をする。(これち熱の状態である)それ以舛{ま少陰君火が在

泉の位置にある場合と症状は同じだ。

②次回{立、至真雲大詰篇第七十四注 第十五霊からです。

7素問1の森を歩いてみまぜんか。

色んな木が、泉が、あなたを待っているかち知れまさん。

皆様のご参加をお待ちします。 (素問勉強会世話人 東大阪地域総本政己)


